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1. (a) Aさん：p1x
A
1 + 1 · xA

2 = 20

Bさん：p1x
B
1 + 1 · xB

2 = 40p1

(b) MUA1 = xA
2 , MUA2 = xA

1 より

MUA1

p1
=

MUA2

1
⇐⇒ xA

2 = p1x
A
1 .

予算制約式に代入して、

2xA
2 = 20 ⇒ x∗A

2 = 10, x∗A
1 =

10

p1
.

x∗A
1 が酒の需要関数、x∗A

2 が（定数だが）食料の需要関数である。
（「酒と食料の需要関数を求めなさい」とは、x∗A

1 と x∗A
2 を求めることであっ

て、違う財の量を足し合わせることに意味はありません。「それぞれ求めなさ
い」と書かないとわからなかった？）

(c) 同様に、
MUB1

p1
=

MUB2

1
⇐⇒ xB

2 = p1x
B
1 .

予算制約式に代入して、

2xB
2 = 40p1 ⇒ x∗B

2 = 20p1, x∗B
1 = 20.

(d) ワルラス法則より、一つの市場さえ均衡すればもう一つは均衡する。第１財を
考えると

x∗A
1 + x∗B

1 =
10

p1
+ 20 = 40 ⇒ p∗1 =

1

2
.

ゆえに競争均衡価格ベクトルは (1
2
, 1)。競争配分は

(xA∗
1 , xA∗

2 , xB∗
1 , xB∗

2 ) = (20, 10, 20, 10).

２人の効用の値は

u∗
A = uA(x

A∗
1 , xA∗

2 ) = 20×10 = 200, u∗
B = uB(x

B∗
1 , xB∗

2 ; x∗A
1 ) =

1

4
(20×10)−20 = 30.

(e) (20− 1)× (10 + a) = 200を解いて、a = 10
19
。

新たな配分からのBさんの効用の値は

1

4
{21× (10− 10

19
)} − 19 =

584

19
≈ 30.7...
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(f) 比較の解答例：(d)と (e)のBさんの効用の値を比較すると、競争配分では 30
だが、(e)では 30.7...。あるいは 30 = 570

19
と 584

19
を比較しても、後者が大きい

ことがわかる。
経済学的意義の解答例：競争配分は効率的でない（厚生経済学の第１基本定理
が成立しない）ことを示している。誰の効用も下げずに、誰か（Bさん）の効
用を上げることができたからである。
原因の解答例：原因は消費の外部性にある。具体的にはAさんの消費がBさん
の効用に影響を及ぼしているからである。競争均衡では各自は私的限界代替率
を価格比と等しくするように消費行動を行うが、外部性がある場合、効率的な
のは社会的限界代替率を価格比と等しくする行動で、これらの間に乖離がある
からである。

2. (a) Xの利潤と最適反応を i = Y, Zにのれん分けしたときで一般に計算しておく。

ΠX(qX , qi) = {12− (qX + qi)}qX − 2qX

より一階の条件は

∂ΠX

∂qX
= 12− qi − 2qX − 2 = 0 ⇒ BRX(qi) =

1

2
(10− qi).

Yの利潤と最適反応は

ΠY (qX , qY ) = {12− (qX + qY )}qY − 3qY
∂ΠY

∂qY
= 12− qX − 2qY − 3 = 0 ⇒ BRY (qX) =

1

2
(9− qX).

これをBRX(qY )に代入して、

qX =
1

2
{10− 1

2
(9− qX)} ⇐⇒ q∗X =

11

3
(≈ 3.66 . . .).

ゆえに

q∗Y =
8

3
(≈ 2.66 . . .).

(小数にしなくてもよい。）
各店主の利潤は

ΠX(q
∗
X , q

∗
Y ) = (12− 19

3
)
11

3
− 2× 11

3
=

121

9
(≈ 13.44 . . .)

ΠY (q
∗
X , q

∗
Y ) = (12− 19

3
)
8

3
− 3× 8

3
=

64

9
(≈ 7.11 . . .).

(b) Zの利潤と最適反応は

ΠZ(qX , qZ) = {12− (qX + qZ)}qZ − 4qZ
∂ΠZ

∂qZ
= 12− qX − 2qZ − 4 = 0 ⇒ BRZ(qX) =

1

2
(8− qX).
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これをBRX(qZ)に代入して、

qX =
1

2
{10− 1

2
(8− qX)} ⇐⇒ q∗∗X = 4.

ゆえに
q∗∗Z = 2.

各店主の利潤は

ΠX(q
∗∗
X , q∗∗Z ) = (12− 6)4− 2× 4 = 16

ΠZ(q
∗∗
X , q∗∗Z ) = (12− 6)2− 4× 2 = 4.

(c) (a)(b)のXの利潤を比較して、(b)のケース、つまり Zにのれん分けした方が
よい。

(d) (a)のときの価格は 12− 11
3
− 8

3
= 17

3
≈ 5.66 . . .、(b)のときは 12− 6 = 6 = 18

3
。

ゆえにYにのれん分けした方が価格が低い。

(e) 解答例：製品は同じだが、Zの方がどんな生産量をとってもYよりコストが高
く競争力が弱いので、Xは競争力の弱い Zと競争する方が有利になる。
しかし、消費者側からは、競争力の高い２店、XとYが競争してくれた方が価
格が下がるので、消費者余剰が増える。
（注：「生産費用」の大小で競争力を定義するのは、やや不正確な書き方でし
た。費用関数がグラフとして、どの生産量についても下に来ている企業の方が
競争力があるという意味でした。
この問題の場合はYもZも線形の費用関数を持っているので、限界費用の大小
でも、同じ順位になります。
しかし、このことがわからなくても減点にはならないようにしました。）

3. (a) 問題文をよく読んで、「利益を半分ずつもらう」とは大成功のときは 400ずつ、
そうでないときは 100ずつであると理解しましょう。少なくない人々が、２人
とも 800と 200をもらうような想定で計算していました。
EuQ = (0.4)

√
400 + (0.6)

√
100 = 14, EuR = (0.4)400

10
+ (0.6)100

10
= 22.

(b) (0.4)
√
M + (0.6)

√
M =

√
M = 14を解いて、M = 142 = 196.

(c) Rさんがもらうのは成功したとき 800−196 = 604、失敗したとき 200−196 = 4
となるので、Rさんの期待効用は EuR = (0.4)604

10
+ (0.6) 4

10
= 24.4である。

Qさんの期待効用はどちらの方式でも同じなので、Rさんの期待効用を比較す
ればよく、「Qさん固定方式」の方が二人の効用の和が大きい。

おまけ： Rさんはリスク中立的、Qさんはリスク回避的であり、リス
ク回避的な人のリスクを減らす分をリスク中立的な人に肩代わりさせ
るとよい（リスク中立的な人はリスク回避的な人ほど苦にしない）と
いうこと。大問１の外部性のときに、競争配分から財を多少やりとり
するとパレート改善になることとは異なる論理である。
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